男子大阪オープンフィジークのルール
（このルールはIFBBアマチュアメンズフィジークルールに準ずる）
男子フィジーク選手権は、肉体美だけでなくスポーティで健康的また、知性も兼ね備えているかが審査されるスポーツ競技である。
カテゴリー（ 階級）
①１６８ｃｍ以下級
②１７３ｃｍ以下級
③１７３ｃｍ超級
※出場者数が少ない場合は、2階級又は1階級となる場合がある。
※出場者が多い場合は、１クラスにつき１２名をピックアップする予備審査を行う。
　ピックアップ審査のやり方は、ラウンド１・予選と同じであるが、ハーフターンはグループ単位で行う。
　
コスチューム
全てのラウンドで服装はボードショーツ（board shorts）で、基準は以下の通りとする。
１．材質と色は自由。
２．タイトなライクラ（lycra）素材のショーツは不可。
３．個人スポンサーのロゴをボードショーツに付けないこと。ただし、ナイキ、アディダ
ス、ビラボングのような生産者のロゴは可。
４．履物は不可。
５．結婚指輪以外の宝石・アクセサリー類は不可。
ラウンド１・予選（ハーフ・ターン）
選手は、シャツおよび履物無しでステージに上がる。ムーンポーズのようなＩＦＢＢで禁止されているような行為をした場合は失格とする。
当日に限らず、オイル・カラー類の使用は禁止とし、違反した場合は失格とする。
プレゼンテーション
１．選手ひとりひとりステージ中央へ登場し、そこから前方に歩いて行き決められた位置まできたらフロントとバックターンを行い（手をポケットまたは腰でも可）、審査員に向いた姿勢で終了する。その後選手はステージの後方へ移動してラインナップの状態をとる。
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２．選手全員がステージに揃ったら、等分に２グループに分けてステージでスタンバイ。
ステージの右側に１グループ、左側にもう１グループとして、中央部分は比較審査用の目的で空ける。
３．ナンバー順に、グループ単位で中央へ向かい、同時にハーフターンをする。
４．この最初のグループ分けとハーフターンで審査員は、比較審査に指名する選手をだれにするかを決定する。
５．全ての比較審査は、審査委員長の指示のもとにすすめられる。
６．全ての審査員は、少なくとも１回の比較のためのリクエストができる。
７．全ての選手は、少なくとも一回の比較審査を受けることができる。
８．比較審査終了後、選手はナンバー順に一列に戻り、ステージを降りる。
予選審査
１．審査員は全選手の順位を付ける。順位が重複しないように注意する。
２．７人の審査員のうち、最高点と最低点はカットされ、残りの合計点数の少ない順に「ラウンド１のサブスコア」および「ラウンド１の順位」が決まる。
３．「ラウンド１のサブスコア」で同点の場合、同点決勝を行って順位を確定する。
４．上位６人が、ラウンド２・決勝に進む。
ラウンド２・決勝（ハーフターン）
ラウンド２・決勝のコスチュームは、ラウンド１と同様。
プレゼンテーション
１．選手は、ナンバー・名前・所属等の紹介を受けてひとりひとりステージに登場する。
ステージの中央へ進んだら前方へ歩いて行き、決められた位置まできたらフロントとバックターンを行い（手をポケットまたは腰でも可）、審査員に向かい合った姿勢で終了する。その後選手は、ステージ後方へ移動してラインナップの状態をとる。
２．ナンバー順に６人の決勝進出者は同時にステージ中央へ向かい、ハーフターンを行う。
３．審査委員長の指示で、列を反転させ、選手はもう一度ハーフターンを行う。
決勝審査
１．審査員は１位から６位の順位を付ける。順位が重複しないように注意する。
２．７人の審査員のうち、最高点と最低点はカットされ、残りの合計スコアで「ラウ
ンド２の決勝スコア」と最終順位が決定される。
３．点数の少ない順に、１位から６位となる。
４．「ラウンド２・決勝」で同点が出た場合、同点決勝をして順位を確定する。
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審査基準（全てのラウンドに共通）
１．肉体的な観点
審査員は、まず選手のトータルパッケージをみることから開始する。最初に頭から始め下へと進んで全体像を把握し、その上で肌の色艶および髪の毛、顔だちも考慮しなければならない。審査員は、全体のコンディションの状態と、個々の筋肉が形良くバランスの良いつき方をしているかを重視しなければならない。過度に発達した筋肉は、メンズフィジークの選手には好ましくない。
２．ステージマナーと人格
審査員は、選手のステージ態度に落ち着きと品の良さがあるかにも注目し、その人柄が観客に伝わり、ステージ上で自信を持ってパフォーマンスをしているかをみなければならない。
ウォーキングやターンの動作また、ポーズを決めたときにスポーツマンらしさを表現できているかも重要な要素である。
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